
まぶしそうなのは年をとったせい？ 
『眼が白くなってきた』『眩しそうに目をつぶる』『夜におしっこの失
敗が多くなった』・・・このような症状に思い当たることはありますせ
んか？しょうがないと思ってしまいがちな症状ですが、治療によって悪
化を防いだり症状の改善が見られるかもしれません。眼科も定期的な健
康診断を受けて、目の健康寿命を延ばしましょう！ 
 

加齢に伴う変化はいくつかありますが、その中でも眼の健
康寿命のポイントになる2つを紹介します 

１つ目はレンズの役割をする水晶体という部分が加齢に伴
い硬くなる核硬化症。特にイヌでは黒目の中心が白っぽく
見えるので白内障と間違われやすいのですが、核硬化症は
視力に影響しないので治療の必要はありません。一方、イヌの老齢性白内障は
治療が必要な場合があるため、早期発見が重要です。この2つは見た目では判
断がつきずらいため暗室での検査が必要です。ネコでもこれらの水晶体の加齢
性変化は起こりますが、いずれの場合もイヌより見た目の白さは目立たないこ
とが多いです。 

2つ目は、涙の質の低下いわゆる涙膜異常です。涙は３種類の成分（水分、ム
チン、油分）から成り立っていますが、加齢に伴いこのバランスが崩れること
により、眼の表面が乾いて傷ついたり炎症をおこしやすい状態になることがあ
ります。眼を眩しそうに細めているのはこのせいかもしれません。点眼薬によ
る治療やマッサージなどで改善する場合もあるため、イヌもネコも７歳以上に
なったら定期検査を受けましょう 
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西谷です。                                              
今回、健康寿命
をテーマにした
のは、１月に私
の愛猫が亡くなっ
たことがきっか
けでした。最期
の４ヶ月は辛い
症状に耐えなが
らも、私の思い
に応えるように
懸命に頑張って
生きてくれまし
た。ただ、もっ
と早く見つけて
あげれればもう
少し長く一緒に
いられたのかも
と後悔したのも
事実です。自分
の家で飼い主と
ともにいつもの
生活を送る幸せ、
それが当たり前
のうちからでき
ることを自分の
経験とともに伝
えていこうと思っ
ています。

核硬化症

涙膜異常
による角
膜・結膜
の炎症

涙膜異常のフ
ルオルセイン
染色（角膜の
障害部位が緑
に染まる）


